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高安右八
一

病名 に名前を残した先達

T a k ay a s u
'

s di s e a s e 丘rt st r e p o rt e d i n J J u z e n M e d S o c i n 19 08

金沢大学医学部眼科学教室

河 崎

高安右 人 ( みき と) (当教室第3 代教授) の 名 を後世 に

遺す こ と に なる 高安病の 原著 ｢奇異ナ ル 網膜血 管之変状

二 就 テ｣ は十全曾雉誌 (十全医学会雉誌の 前身) 第50 号

( 明治4 1 年6 月) に掲載さ れ た .

見事 に 手書きし た 色刷りの 眼底

図譜 を見 る こ と が で きる
. 日 本

眼科学会 は 3 年前 に創 立 1 00 周

年を迎 え た. そ の 記念 シ ン ポ ジ

ウ ム ｢ 病名 に名前 を残 した先達｣

で は 高安
,

小 口忠太 (小 口病発

見) ,
原 田永之助 (原 田病発見) ,

増 田 隆 (増 田型中心性網膜炎

発見) の 4 氏を回顧 し
, 我国 の

眼科学 の 名 を
. 世界 に高 め た先達

を讃え た.

万延元年(1 8 6 0)
～ 昭利 1 3 年(1 9 3 8)

高安の 報告 を端緒と して
, 類似症例 の 報告 が相次 い だ.

東大 の 中島 実 (後 に金大
, 名大

, 東大教授) は大正 1 5

年 に自験例と 高安ら の 症例を 比較検討 し
,

こ れ ら を 単一
一

疾患 と み なす べ きと提唱 した . 高安病の 発見を 契機と し

て
, 脈持 が触 れ にく い と い う病態 に関心が 集ま り

,
脈無

し病 な い し大動脈弓症候群の 概念が 生 ま れ た . 病変は大

動脈弓 に と どまら ず, 腹部大動脈 や 腎動脈 な どに も検出

さ れ
, さ ら に 分子生 物学的 ･ 遺伝子的異常も近年指摘さ

れ
,

新 し い 展開 をみ せ て い る .

高安 は 佐賀県 に 生 ま れ
,

明治2 0 年 に 東大 を 卒業 し
,

翌 年第四 高等中学校医学部眼科医長 と し て 金沢 に 赴任 し

た
･

こ の 学校 は 明治2 7 年 に 第 四高等学校 ( 四 高) 医学部

と改称さ れ
,

こ の 年高安 は付属病院長 に就任 し た. 明治

34 年 に 金沢医学専門学校 と改称 さ れ
, 高安 は 校長 を拝

命 した . 大正 12 年 に 旧制金沢医科大学 ( 金 大医学部の 前

身) に 昇格 し
,

同時に 高安 は初代学長 に 就任 し , 翌 年退

官 した .

退官後金沢で 開業 し た
. 他の 眼科医 に迷惑を か け たく

な い と 診療費 を若干高く し て 患者数 を抑えよ う と し た

が
, 卓抜 の 技量と 高潔 な 人格を慕 っ て 門前市 を な し た .

付属病院裏 の 馬坂 の 不動明神 の 滝水 (現存する) が 高安

宅の 庭 か ら 流れ 出る位置にあ っ た の で
,

こ の 滝水 で 眼 を

夫

149

洗う と 眼病 が 治る と まで い わ れ た . 昭和13 年7 8 歳の 生

産を閉 じ た. 付属病院横の 宝円寺 (加賀藩主前 田家の 菩

提寺) に高安の 塞が ある . こ の 墓の 前 を毎朝通勤途上 に

通り
, 偉大な先達 を偲ん で い る.

前記 の 四高 は 旧制高校ナ ン バ ー

ス ク
ー

ル と し て 束京
,

仙台, 京都 に つ い で 金沢に開設 さ れ て 以 来
,
全国か らの

多くの 俊秀が 春秋 に 富む3 年間を 四高 に 学 ん だ. 作家井

上 靖が終生 断ち難 い 思慕を抱き続 け たの も四高 で あ っ

た . そ の 医学部が 金大医学部 の 母体と な っ た . さ ら に 遡

れ ば
, 本学部 の 発祥は慶応3 年(1 86 7) 加賀藩卯辰山療養

所 に ある . 同年6 月加賀藩 は卯辰山中腹 に西洋式病院と

校舎の 建設 に着手 した
. 近隣の 人 々 は大 い に 喜 び競 っ て

工 事 に奉仕 し たの で
!

早くも 10 月 に 落成 し
, 疫病 に永

年苦 し ん で き た住民 は歓喜 し た と い う . 卯辰山 に 登 る

坂道 ｢ 帰厚坂｣ の 名 は こ の 時 の

｢ 厚 き恵 み に 帰す｣ に 由来す る .

明治3 年 に 大手 町 の 家老津 田 玄蕃

邸 ( 規医師会館付近) に 移転 し
,

加賀藩医学館
,

金沢藩医学館の 名

称変遷 を経 て
, 後 日 の 金 大医学部

に 発展する
. 兼六 園内の 深閑と し

た →

隅 に 重厚 な武家屋 敷の 玄関が

あ る . そ の 門柱 に 金沢藩医学館 と

読め る 如く
,

同館の-･･
･

部は 兼六 園

に 移築さ れ て 現 存す る .

金沢藩医学館規則 は ｢外塾生 は

朝 5 時に 出頭の こ と｣ ,
｢ 内塾 生 は 山 六 休日 侮 月 1

,
1 1

,

2 1
,

6
,

1 6
,

2 6 日) の 他外 出 を禁ず｣ と定 め
, 厳 しく 自

ら を 律 し て 必死 に 学 ぶ こ と を 求め た . ｢ 金沢大学医学部

百年史｣ ( 昭 和 4 7 年) に お い て 西 田 尚紀名誉教授 は

｢ こ の 建物 が 今 日 に 残 る の は ｣ 一

家老 の 建物 ゆ え で はな

く, 創立 百十余年の 医学部 の 創成期の 輝か し い 歴 史を 刻

むが ゆえで ある . 藩も医学生 も新し い 医学 を彼 らの 精魂

を傾けて 学ん だ場所で ある こ と を 知 っ て
,

こ の 玄関前に

立 たれ た い｣ と 私共後輩 を諭 した . 潤筆 に あ たり
,

本誌

(10 2 巻5 号) に て 高安の 功績を御紹介下 さ っ た竹 田亮祐

名誉教授 に 深甚 の 謝意を捧げる .




